平成１５年度　第１回　デジタル２種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計25点)
　(1)　図の伝送路符号形式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　複流RZ　　②　単流RZ　　③　複流NRZ　　④　単流NRZ　　⑤　バイポーラ
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(2)　コネクション型通信を行うには、データ通信に先立ち発信端末から着信端末までの間の通信経路を確立する必要がある。OSI参照モデルにおいて、この端末相互間の経路の確立は（　イ　）層の重要な機能の一つである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　物　理　　　　　　②　データリンク　　③　ネットワーク

④　トランスポート　　⑤　セション


(3)　振幅位相変調方式で9,600ビット／b秒のデータ伝送を行う場合、変調速度を2,400ボーとすると、１回の変調操作ごとに4ビットの伝送が可能となる。この場合、位相と振幅を組み合わせて（　ウ　）通りの状態を表示することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　2　　②　4　　③　8　　④　16


(4)　コンピュータシステムの処理能力を表す指標の一つで、例えば、1日当たりのジョブの個数などのように、与えられた時間内にコンピュータシステムによって遂行される仕事量のことは、（　エ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　スループット　　②　サイクルタイム　　③　ターンアランド　　④　ベンチマーク

	


(5)　公衆データ回線交換網に関する次の記述は、（　オ　）が正しい。　　　　　　　　　　(5点)
	　①　呼ごとに回線を設定して、発呼から切断まで占有する。

　②　公衆パケット交換網に比較して、一般に、伝送遅延は、大きい。

　③　プロトコルの異なる端末相互間で通信を行うことができる。

　④　PVCやVCの呼制御手順を使用することができる。

⑤　端末装置のデータ信号速度は、64キロビット／秒を最高として、規定されている速度の中から選択可能である。


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　ITU－T勧告X.21は、公衆データ網における同期式端末と（　ア　）とのインタフェース条件を規定している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　網制御装置　　②　変復調装置　　③　集線装置　　④　データ回線終端装置


(2)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおける情報伝送単位であるフレームは、（　イ　）ビットで構成されており、フレームの中で最初に転送されるビットは、フレーム同期用ビットといわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　24　　②　32　　③　40　　④　48　　⑤　56


(3)　基本形データ伝送制御手順の基本モードには、フェーズ1～フェーズ5の五つの手順がある。このうち、フェーズ1とフェーズ5は、通常、（　ウ　）を利用する場合だけに必要である。　(5点)
	　①　PHS　　②　ファクシミリ端末　　③　PDA　　④　専用線　　⑤　交換網


(4)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおいて、回線交換モードを利用して通信を行う場合、UUI（ユーザ・ユーザ情報）を除くユーザ情報の送受信には、（　エ　）が使用される。　(5点)
	　①　BチャネルとDチャネル　　②　Bチャネルのみ　　③　H0チャネル

　④　H11チャネル　　　　　　　⑤　Dチャネルのみ


(5)　インターネット上で使用されている電子メールの送受信のためのプロトコルで、メールサーバ間又はメールクライアントからメールサーバへのメール送信には、一般に、（　オ　）プロトコルが用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　FTP　　②　HTTP　　③　SMTP　④　SNMP　　⑤　POP3


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 (小計25点)
(1)　RS-232Cの規定を母体とするITU－T勧告V.28では、DCEとDTEの不平衡複流相互接続回路の電気的特性を規定している。V.28では、受信器の入力インピーダンスは、3～15ボルトの電圧で測定したとき、（　ア　）の直流抵抗としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　100オーム以上500オーム以下　　　　　②　500オーム以上1.5キロオーム以下

　③　1.5キロオーム以上3キロオーム以下     ④　3キロオーム以上7キロオーム以下

　⑤　7キロオーム以上15キロオーム以下


(2)　HDLC手順では、各種の情報をフレームという単位で伝送する。このフレームは、コマンドかレスポンスのどちらかに区分けされる。（　イ　）局は、このコマンド及びレスポンスの両方を送受信することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　一　次　　②　二　次　　③　複　合　　④　統　括　　⑤　伝送制御


(3)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースのLAPDに関する次の二つの記述は、（　エ　）。　(5点)
A　ポイント・ツー・マルチポイントリンクは、放送形リンクともいわれネットワーク側からバス配線上の複数端末に同じ情報を転送するときに用いられている。

B　ポイント・ツー・ポイントリンクを用いてユーザ情報を転送するときは、通信する端末には、端末終端店識別子(TEI)が割り当てられていなければならない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


(4)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおけるDチャネルの機能に関する次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
　　A　回線交換モードにおいては、呼制御信号はDチャネルで伝送している。

B　パケット交換モードにおいては、データパケットはDチャネルで伝送されることはない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


(5)　図は、同期式Xシリーズ端末と公衆データ回線交換網間のデータ転送までの信号シーケンスを示したものである。図中のYは、（　オ　）信号を表す。　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　コールプログレス　　②　DTEレディ　　③　DCEレディ

　④　受　付　　　　　　　⑤　選択信号　　　 ⑥　応　答
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　保安装置を構成する3極避雷管を用いた避雷器は、電気通信回線のL1線及びL2線の接地に対する（　ア　）がそろうような構造であり、炭素避雷器では発生しかねないL1、L2線間の大きな電位差は発生しにくい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　接地電圧　　②　蓄積電圧　　③　放電開始電圧　　④　抵抗値　　⑤　放電電流


(2)　屋内線の配線材料である（　イ　）は、床面に配線する屋内線を機械的に防護するために用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　ステップル　　②　ワイヤステッカー　　③　硬質ビニル管

　③　エフモール　　④　ワイヤプロテクタ


　(3)　アナログ回路計を用いた測定について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　(5点)
A　交流電流の測定は、直流電流の測定と異なり、測定しようとする回路に並列に接続する。

B　電圧を測定する場合、通常、測定しようとする回路計に直列に接続する。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


(4)　ADSL（非対称デジタル加入者線）のDMT方式では、設備センタとユーザ宅のADSLモデムが接続されると試験信号の送受信が行われ、SN比が小さいサブチャネルに割り当てるビット数を少なくするなどの調整が行われた後、回線の（　エ　）が確立すると、一般的にはADSLモデムのLINE（回線表示）ランプが点灯する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　容　量　　②　使用率　　③　リンク　　④　エラーレイト　　⑤　方向性


(5)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースの参照構成において、ユーザ宅内装置と加入者線との間に位置し、レイヤ1を終端する機能群は、（　オ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　NT1　　②　NT2　　③　TA　　④　TEI　　⑤　NT2


解答

第1問（ア）③　（イ）③　（ウ）④　（エ）①　（オ）①

第2問（ア）④　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）②　（オ）③

第3問（ア）④　（イ）③　（ウ）③　（エ）①　（オ）⑤

第4問（ア）③　（イ）⑤　（ウ）④　（エ）③　（オ）①
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